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■申込み方法 （定員 100 名） 
 下記宛先まで、別紙の内容をご記入の上お送り下さい。 

□申込先：ファックス 03-6311-8459 / 電子メール：info@suko-machi.net  

□宛 先：特定非営利活動法人健やかまちづくり事務局 

 定員になり次第〆切とさせて頂きます。予めご了承下さい。 

 

■懇親会のご案内 
 以下の日時で懇親会を予定しております。情報交換の場ですので、セミナー中に質問できなかっ

たことなど発表者等に直接伺う機会としてご活用下さい。 

□日時：平成 25 年 5 月 23 日（木） 17:30～18:30 

□場所：沖縄県青年会館 

□会費：500 円  当日徴収いたします。 

 

主 催    特定非営利活動法人健やかまちづくり 

後 援（予定）内閣府沖縄総合事務局、観光庁 

問合せ    特定非営利活動法人健やかまちづくり事務局 担当：佐藤、吉田 

TEL 03-6311-8458 / FAX 03-6311-8459 

観光が基幹産業のひとつである沖縄においては、新たな

観光需要の掘り起こしは重要な課題である。本セミナーは、

“観光”に関する情報技術の活用可能性や、観光困難者の

ツーリズムについて、有識者からご講演をいただき、国、

沖縄県における政策動向や実践状況を共有することで、今

後の沖縄県における観光振興について議論することを目的

としています。 

基調講演（観光困難者のツーリズムと情報システム） 
 観光困難者のツーリズム ～交通・まちづくり・情報～ 

 観光地の情報支援システム 

 

観光における国と沖縄の政策と実践 
 観光庁の政策と最近の動向 

 沖縄県における取り組み 

 沖縄観光の現状と観光振興策の方向性 

 沖縄県におけるバリアフリー観光の現状と課題、IT 技術活用の

可能性 

沖縄における 

観光と情報に関する 

セミナー 

 

参加費

無 料
□場所： 
沖縄県青年会館大ホール 

〒900-0033 

沖縄県那覇市久米 2-15-23 

 

□交通： 
◆バス 那覇バスターミナル

下車徒歩 10 分 

◆モノレール 旭橋駅下車 

徒歩 5分 

 

□駐車場案内： 
◆30 台収容の駐車場を地下 1

階に完備。 

 

 

※車いすに対応したトイレは

１階にあります。 

 

平成 25 年 5 月 23 日（木） 14:00～17:15

第Ⅰ部 5/22（水） バリアフリー・情報 

第Ⅱ部 5/23（木） 観光・情報 
本案内は第Ⅱ部「観光・情報」になります。



■プログラム 

平成 25 年 5 月 23 日（木） 14:00～17:15 （13:45 開場） 

時 間 内 容 

14:00 あいさつ 
【特定非営利活動法人健やかまちづくり理事長 秋山哲男】 

14:10 ★基調講演 （観光困難者のツーリズムと情報システム） 

 14:10 ・観光困難者のツーリズム ～交通・まちづくり・情報～ 
【特定非営利活動法人健やかまちづくり理事長 秋山哲男】 

今まで旅行できなかった高齢者や障害者を如何に来ていただくか、その方法

である以下の 3 つ、①観光地のバリアフリー、②観光困難者の移動支援、③観

光困難者の介助等の支援システム（ユニバーサルツーリズム/バリアフリーツー

リズム：観光庁のプロジェクト）についてお話しします。 

 14:50 ・観光地の情報支援システム 
【NTT アドバンステクノロジ株式会社 海保裕一】 

観光地においての情報は、時間的には事前情報とリアルタイムの情報、空間

的には、一般情報と現地情報、ツールからは紙媒体（パンフレット、本）や通

信等の情報（インターネット）など様々な場面がある。ここでは、観光地に役

立つ情報の考え方を簡単に整理し、そのうえで実際の情報技術、外国人に対す

る多言語型支援システム、視覚障害者の移動支援システム（サイトファインダ

ー）などを紹介します。 
15:10 休憩（15 分間） 

15:25 ★観光における国と沖縄の政策の実践 

 15:25 
・観光庁の政策と最近の動向 

【観光庁観光地域振興部観光資源課ニューツーリズム推進官 水口幸司】 

 15:45 
・沖縄県における取り組み 

【沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課受入推進班主査 玉元宏一郎】 

16:05 
・沖縄観光の現状と観光振興策の方向性 

【一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー事務局長 屋良朝治】 

 16:25 
・沖縄県におけるバリアフリー観光の現状と課題、 

IT 技術活用の可能性 
【特定非営利活動法人バリアフリーネットワーク会議代表 親川修】 

16:45 質疑・討論 

17:15 閉会 

17:30 懇親会（～18：30） 

 
司会：株式会社オリエンタルコンサルタンツ 大西、佐藤 

■発表者略歴 
秋山 哲男 海保 裕一 

 

水口 幸司 
特定非営利活動

法人健やかまち

づくり理事長 

NTT アドバンス

テクノロジ㈱ア

プリケーション

ソリューション

事業本部営業

SE 部門担当部

長 

観光庁観光地域

振興部観光資源

課ニューツーリ

ズム推進官 

日本福祉のまちづくり学会副会長。

東京大学（工学博士）、東京都立大学

の都市科学・首都大学東京・観光学

科で教授を務め、国土交通省バリア

フリーのガイドライン・大臣賞の選

考委員長などを歴任。 

日本電信電話公社入社、ＮＴＴ電気

通信研究所、NTT 東日本法人営業（公

共）を経て、NTTAT にてバリアフリー

情報等の高付加価値情報提供システ

ムの検討・構築に従事（現職）。日本

福祉のまちづくり学会会員、電子情

報通信学会会員。 

 

平成 6 年に運輸省に入省。国土庁、

中部地方整備局、国際協力銀行、国

土交通省大臣官房公共事業調査室専

門官、財務省関税局監視課課長補佐、

北陸地方整備局新潟港湾空港技術調

査事務所長、北陸地方整備局金沢港

湾・空港整備事務所長等を経て平成

24 年 11 月より現職。 

 

玉元 宏一郎 

 

屋良 朝治  親川 修 
沖縄県文化観光

スポーツ部観光

振興課受入推進

班主査 

一般財団法人沖

縄観光コンベン

ションビューロ

ー事務局長 

特定非営利活動

法人バリアフリ

ーネットワーク

会議代表 

平成 9 年に沖縄県入庁。企画部マル

チメディア推進室、企画部宮古支庁

総務・観光振興課、総務省自治行政

局自治政策課（研修派遣）、観光商工

部産業政策課、知事公室秘書課等を

経て平成 23 年 4 月から現職。修学旅

行誘致、観光危機管理モデル事業等

を担当。 

1958 年生 1980 年入社  

入社以来、沖縄観光・コンベンショ

ン部門における誘客宣伝業務を担

当。在任中は主に、国内誘客宣伝事

業をはじめ、修学旅行誘致対策事業、

沖縄リゾートウエディング事業、沖

縄ＭＩＣＥ誘致対策事業等を展開。

2013 年 4 月より現職。 

特定非営利活動法人バリアフリーネ

ットワーク会議代表、那覇空港しょ

うがい者こうれい者観光案内所セン

ター長、特定非営利活動法人日本ユ

ニバーサルツーリズム推進ネットワ

ーク副理事長、日本バリアフリー観

光推進機構監査役、琉球大学観光産

業科学部観光科学科講師。口癖は、

難しく考えない BF・UD すべては、気

付きから始まる。安心と安全は平等

に「逃げるバリアフリー（逃げバリ）」

をテーマに沖縄から発信。 

  


